
大
字
誌

下
羽
鳥
の
記
憶
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出典：国土地理院の航空写真（1978 年撮影）を加工して作成

記
憶
地
図
：
思
い
出
の
場
所
（
昭
和
）
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出典：国土地理院の航空写真（2000 年撮影）を加工して作成

記
憶
地
図
：
思
い
出
の
場
所
（
平
成
・
東
日
本
大
震
災
以
前
）
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出典：国土地理院の航空写真（2022 年撮影）を加工して作成

記
憶
地
図
：
思
い
出
の
場
所
（
令
和
・
東
日
本
大
震
災
以
後
）



‐4‐

① 澤 上　 榮 山田迫 ⑪ 稲 本 清 孝 南迫 ㉑ 木幡フミイ 川原迫 ㉛ 本 林 昭 一 北沖 ㊶ 渡 部 克 己 豊田

② 阿 部 利 一 南迫 ⑫ 新 家 啓 次 台 ㉒ 前 田 洋 海 南迫 ㉜ 榎 内　 宏 北沖 ㊷ 武 田 譲 二 豊田

③ 栗 田　 要 南迫 ⑬ 船 山　 修 台 ㉓ 大 谷 英 明 南管町 ㉝ 榎 内 藤 吉 北沖 ㊸ 今 村　 創 南札
立場

④ 里 見 善 光 南迫 ⑭ 官 林　 博 南迫 ㉔ 榊 原 久 子 豊田 ㉞ 北 崎　 勇 北沖 ㊹ 新 妻 敏 子 南札
立場

⑤ 升 田 邦 弘 南迫 ⑮ 横 山　 実 南迫 ㉕ 本 林 雅 清 北沖 ㉟ 西 牧 宏 幸 北沖 ㊺ 西内由美子 台
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⑦ 石 田 勝 弘 南迫 ⑰ 木 幡 敏 郎 南迫 ㉗ 本 林 孝 雄 北沖 ㊲ 村 井 松 男 北沖 ㊼ 飯 塚 英 人 台

⑧ 長谷川清一 南迫 ⑱ 木 幡 英 征 南迫 ㉘ 渡 部 明 雄 北沖 ㊳ 山 口 幸 子 大道

⑨ 堀 川 光 男 南迫 ⑲ 島 田 英 男 南迫 ㉙ 渡 部 忠 吉 北沖 ㊴ 渡 部　 明 豊田

⑩ 大 谷 清 英 南迫 ⑳ 白 川　 仁　南迫 ㉚ 村 井 佳 人 北沖 ㊵ 荒 木 雅 美 豊田
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二
〇
一
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年
東
日
本
大
震
災
当
時
の
状
況
）
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大字の親睦・研修旅行（昭和 40 年ころ、山形立石寺（山寺）訪問）

大字の親睦・研修旅行
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琵琶迫：p.26 水利、p.34【ため池と土の水路】

羽鳥館跡 / 本萱野（左 1978 年、右 2022 年）：p.27 中世の地頭（じとう）館跡、
p.37 萱葺（かやぶ）き屋根と萱野（出典：国土地理院航空写真を加工）

不動堂：p.28 不動（ふどう）堂、
p.45 お不動さんへのお参り

戎川：p.26 戎（えびす）川と谷底平野、
p.32【川】

稲荷神社：p.28 稲荷（いなり）神社、
p.45 稲荷神社の祭りと改築
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 南迫の児童公園（2024 年 11 月）：
p.34 中組の児童公園、p.43 盆踊り

洞穴：p.34 洞穴の貯蔵庫

新堤（2024 年 11 月）：
p.34【ため池と土の水路】

稲架（はせ）掛け（農業体験）：
p.46 コラム④下羽鳥の農業

ほ場から山地を望む：
p.26 位置、p.46 コラム④下羽鳥の農業

ほ場の側溝（2024 年 11 月）：
p.35 土側溝、p.46 コラム④下羽鳥の農業
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建築中の稲荷神社：p.28 稲荷（いなり）神社、
p.45 稲荷神社の祭りと改築

稲荷神社遷宮祭（1999 年 6 月 6 日）：
p.28 稲荷（いなり）神社、p.45 稲荷神社の祭りと改築

稲荷神社鳥居改築記念写真（平成 23 年 2 月）：
 p.28 稲荷（いなり）神社、p.45 稲荷神社の祭りと改築
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阿弥陀堂落慶法要集合写真：p.28 阿弥陀（あみだ）堂、
p.45 阿弥陀堂の改築と仏像の新調

新阿弥陀堂（左）と新阿弥陀如来像（右）：
 p.28 阿弥陀（あみだ）堂、p.45 阿弥陀堂の改築と仏像の新調

旧阿弥陀堂（左）と旧阿弥陀如来像（右）：
 p.28 阿弥陀（あみだ）堂、p.45 阿弥陀堂の改築と仏像の新調
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屯所竣工記念写真（1975 年 4 月）：p.33 屯所

公民館での懇親会：p.33 羽鳥公民館

羽鳥公民館（2024 年 11 月）：p.33 羽鳥公民館
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婦人会による踊り ( 上段）、
集合写真（下段）：p.42 婦人会の踊り

老人クラブの奉仕活動：p.42 老人会（老人クラブ）
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神楽奉納集合写真：p.43 神楽の保存

初発神社での奉納：p.43 神楽の保存
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盆踊りの演奏（平成 19 年）: p.43 盆踊り

下羽鳥地区盆踊り（練習風景）：p.43 盆踊り

盆踊り（平成 19 年）：p.43 盆踊り
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盆踊りの出店（平成 19 年）： p.43 盆踊り

盆踊りの演奏（平成 19 年、中段）
子どもたちの踊り（平成 19 年、下段）：p.43 盆踊り



‐15‐

通学風景：p.43 通学

双葉町の盆踊り：
p.44 双葉町の盆踊り

 町民運動会：
p.44 町民運動会
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下羽鳥地区交流会 2012 年避難後初めての交流会（上段）、
同 2017 年（下段）：p.47 大字交流会
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下羽鳥地区交流会 2019 年（上段）、同 2022 年（中段）
同 2024 年（下段）：p.47 大字交流会
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ブロッコリーの管理栽培（上段 ,2024 年 11 月）、特定復興再生拠点区域と帰還困難区域の境界
（下段，2024 年 11 月）：p.47【東日本大震災の影響】
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震
災
後
、
故
郷
へ
と
帰
る
度
に
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し

て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
発
生
の
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事

故
に
よ
り
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
一
時
は
人
の
姿
も
消
え
雑
草
が
生
い
茂

り
荒
れ
果
て
た
故
郷
と
な
り
ま
し
た
。
遠
く
に
阿
武
隈
の
山
々
を
望
み
、
四

季
折
々
に
変
化
す
る
田
園
風
景
、
盆
踊
り
や
祭
に
人
々
が
集
う
広
場
や
神
社
、

穏
や
か
な
空
気
が
漂
い
、
住
み
良
か
っ
た
私
ど
も
の
故
郷
、
下
羽
鳥
。

二
〇
二
二
年
頃
か
ら
だ
ん
だ
ん
に
除
染
や
家
の
解
体
な
ど
が
進
み
、
有
志

に
よ
る
農
地
の
保
全
管
理
作
業
も
さ
れ
て
地
域
の
再
生
が
図
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
反
面
、
姿
を
変
え
て
い
く
故
郷

に
戸
惑
い
や
淋
し
さ
も
感
じ
ま
す
。
今
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
故
郷
の
姿
、
地
域
住
民
の
家
々
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
遊
ん
だ
思
い
出
の
場

所
な
ど
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
こ
こ
に
人
が
住
ん

で
い
た
こ
と
の
証
、
先
祖
代
々
か
ら
、
そ
し
て
先
輩
方
が
今
日
ま
で
つ
な
い

で
く
れ
た
伝
統
や
文
化
と
い
っ
た
も
の
を
、
何
事
も
な
け
れ
ば
子
や
孫
に
伝

え
て
い
け
た
も
の
も
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
直
面
し
て
、
何
と
か
な

ら
な
い
も
の
か
、
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
等
と
考
え

て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
故
郷
の
姿
を
文
字
化
し
て
残
す
大
字
誌
の
取
り
組
み

を
知
り
ま
し
た
。
地
域
の
こ
れ
ま
で
を
知
っ
て
い
る
今
生
き
て
い
る
人
た
ち

が
協
力
で
き
る
間
に
、
何
と
か
し
て
故
郷
の
姿
を
残
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
等

と
模
索
し
な
が
ら
、
解
体
が
進
み
持
ち
出
し
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
や
年
月

を
経
て
廃
屋
と
な
っ
た
中
で
の
散
逸
し
た
貴
重
な
資
料
を
探
す
こ
と
は
困
難

の
連
続
で
し
た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
と
機
会
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
記
憶
を
語

り
合
い
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
こ
に
一
つ
の

冊
子
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

避
難
生
活
で
多
く
の
も
の
を
失
い
、
互
い
に
会
う
の
も
困
難
な
中
で
写
真

や
お
話
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
何
ぶ
ん

に
も
時
間
や
離
れ
離
れ
に
な
っ
て
い
る
関
係
も
あ
り
お
話
は
ほ
ん
の
一
部
の

方
に
し
か
伺
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
あ
る
故
郷
の
様
子
を

時
に
懐
か
し
み
、
そ
し
て
話
題
に
し
て
頂
き
、
下
羽
鳥
の
過
去
と
未
来
を
つ

な
ぎ
今
後
の
発
展
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
何
よ
り
の
幸
せ
で
す
。

現
在
多
く
の
住
民
の
方
々
が
や
む
を
得
ず
故
郷
を
離
れ
、
新
天
地
に
お
い

て
前
を
向
い
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
い
つ
の
日
に
か
こ
の
下
羽
鳥
の

地
に
多
く
の
人
や
子
孫
た
ち
が
相
集
い
、
楽
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
な
、
キ
ラ

リ
と
輝
く
よ
う
な
故
郷
双
葉
町
下
羽
鳥
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、
只
々
、

心
か
ら
願
う
所
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
誌
作
成
に
当
た
り
、
資

料
を
探
し
て
頂
い
た
町
役
場
、
住
民
の
皆
様
、
ご
助
言
頂
い
た
専
門
家
の
皆

様
、
編
集
委
員
の
皆
様
、
そ
し
て
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
い
た
産
業
技
術
総

合
研
究
所
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

双
葉
町
羽
鳥
行
政
区　

前
区
長　

木
幡
敏
郎

故
郷
へ
の
希
望
を
託
し
て
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二
〇
一
一
年
の
地
震
・
原
発
事
故
に
よ
る
避
難
生
活
が
始
ま
っ
て
か
ら

十
四
年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
時
帰
宅
で
何
度
か
自
宅
に
帰
る
と
、

徐
々
に
家
の
中
や
外
観
が
朽
ち
て
い
く
こ
と
に
、
何
と
も
言
え
な
い
気
持
ち

に
駆
ら
れ
ま
し
た
。
周
り
の
田
畑
が
、
柳
が
育
ち
、
草
で
覆
わ
れ
荒
れ
て
い

く
様
に
、悲
し
く
も
あ
り
悔
し
く
も
あ
り
、複
雑
な
思
い
を
抱
い
た
も
の
で
す
。

そ
ん
な
中
、
下
羽
鳥
地
区
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
農

地
の
保
全
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
保
全
活
動
に
当
初
は
埼
玉
か
ら
参
加
し

て
い
ま
し
た
が
、
南
相
馬
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
今
地
区
で
は
、
営

農
も
再
開
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
自
分
の
所
か
ら
西
側
は
帰
還
困
難
区
域
の

ま
ま
で
、
許
可
を
取
っ
て
自
宅
に
入
る
と
い
う
状
況
で
す
。

こ
の
度
は
、
木
幡
敏
郎
さ
ん
を
発
起
人
と
し
て
大
字
誌
を
作
る
こ
と
が

二
〇
二
四
年
三
月
の
大
字
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
木
幡
さ
ん
の
強
い
思
い

が
な
か
っ
た
ら
出
来
上
が
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
を
作
る
こ
と
で
、
記
憶
を
大
切
に
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。
長
い
年
月
の
間
に
、
だ
ん
だ
ん
に
形
が
変
わ
り
、
住
居
が
な

く
な
り
、
手
つ
か
ず
の
土
地
が
荒
れ
て
い
く
と
、
次
の
世
代
、
更
に
下
の
世

代
が
こ
の
下
羽
鳥
と
い
う
地
域
を
見
た
時
、
本
当
に
人
が
住
ん
で
い
た
の
か

と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
、
下
羽
鳥
誌
で
記
録
に

残
せ
る
こ
と
は
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

実
際
、
私
も
記
録
を
集
め
る
た
め
に
下
羽
鳥
を
歩
き
ま
し
た
が
、
あ
そ
こ

に
愛
宕
神
社
が
あ
っ
た
と
か
、
お
地
蔵
さ
ん
が
あ
っ
た
と
か
、
住
ん
で
い
る

と
き
に
は
気
づ
か
な
い
で
い
た
自
分
の
再
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
冊
子

を
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る
方
に
も
、
下
羽
鳥
の
案
内
役
に
な
る
こ
と
を
念
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
つ
か
子
ど
も
や
孫
、
次
の
世
代
が
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
興
味
を
持
っ
た
と
き
に
、
地
域
を

訪
れ
る
き
っ
か
け
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

双
葉
町
下
羽
鳥
地
区　

地
区
長　

堀
川
光
男

下
羽
鳥
誌
発
刊
に
寄
せ
て
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産
業
技
術
総
合
研
究
所
地
圏
資
源
環
境
研
究
部
門
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
、
帰
還
困
難
区

域
が
存
在
す
る
双
葉
町
に
お
け
る
震
災
前
の
営
み
を
文
字
と
地
理
的
な
位
置

の
情
報
と
し
て
記
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
本
誌
の
作
成
に
関

わ
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

本
誌
は
「
第
一
部
基
本
情
報
」
と
「
第
二
部
下
羽
鳥
の
記
憶
」
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
第
一
部
は
、
下
羽
鳥
に
関
し
て
町
史
や
町
役
場
が
保
有
さ
れ

て
い
た
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
情
報
を
収
集
し
整
理
し
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
は
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
か
ら
伺
っ
た
お
話

を
整
理
し
ま
し
た
。
記
憶
は
主
観
的
な
も
の
で
す
が
、
客
観
的
な
事
実
よ
り

も
、
実
感
の
こ
も
っ
た
お
話
に
登
場
す
る
下
羽
鳥
の
営
み
を
伝
え
る
こ
と
を

主
眼
と
し
た
も
の
で
す
。
第
二
部
の
最
後
に
設
け
た
「
東
日
本
大
震
災
の
影

響
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
思
い
が
交
錯
し
て
き
た
中
で
、
伺
え

る
範
囲
の
お
話
を
整
理
し
て
い
い
も
の
か
、
編
集
委
員
の
皆
様
と
迷
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
可
能
な
限
り
広
い
視
野
で
言
葉
を
つ
ぎ
足
し
な
が
ら
掲
載
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
十
分
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
こ
の

章
は
、
今
こ
の
と
き
に
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
て
、
よ
り
よ
い
下
羽
鳥
の

物
語
を
共
に
模
索
す
る
こ
と
へ
の
序
章
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

取
材
の
た
め
に
下
羽
鳥
を
訪
問
し
た
日
、
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
地
域

で
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
神
社
や
お
堂
、
た
め
池
、
農
地
に
青
々
と
育
つ
野

菜
な
ど
美
し
い
風
景
に
出
会
い
ま
し
た
。
ま
た
、
木
幡
さ
ん
を
は
じ
め
皆
様

か
ら
、
資
料
や
写
真
を
お
預
か
り
し
、
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
て
、
地
域
の
生

き
生
き
と
し
た
姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
地
域
の

魅
力
が
、
今
後
の
地
域
再
生
の
基
盤
と
な
る
よ
う
に
、
こ
こ
か
ら
続
く
未
来
が
、

明
る
く
豊
か
で
あ
る
よ
う
に
祈
念
い
た
し
ま
す
。

本
誌
に
関
連
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
一
部
は
、
環
境
省
・（
独
）
環
境
再
生
保

全
機
構
の
環
境
研
究
総
合
推
進
費
（
J
P
M
E
E
R
F
2
2
S
2
0
9
0
6
）
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
資
料
収
集
に
お
い
て
、
双
葉
町
役
場
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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調
査
年

総
数

男

女

世
帯
数

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年

一
八
三

八
一

一
〇
二

四
五

平
成
十
二
（
二
〇
〇
〇
）
年

一
八
五

八
七

九
八

五
二

平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年

一
九
四

九
六

九
八

四
七

平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年

一
七
〇

八
二

八
八

四
五

第
一
部
の
基
本
情
報
は
、
町
史
な
ど
の
資
料
に
基
づ
く
情
報
で
あ
り
、

「
第
二
部　

下
羽
鳥
の
記
憶
」
の
背
景
で
す
。

 位
置下

羽
鳥
は
双
葉
駅
の
西
側
に
位
置
し
、県
道
二
五
六
号
（
井
出
長
塚
線
）

が
東
西
に
走
り
、
東
を
長
塚
、
北
を
渋
川
、
西
を
上
羽
鳥
、
南
を
目
廹廹
（
め

さ
く
）
の
各
大
字
に
接
す
る
。

 戎
（
え
び
す
）
川
と
谷
底
平
野

阿
武
隈
高
原
の
東
端
を
水
源
と
す
る
二
級
河
川
戎
川
の
流
れ
は
、
上
羽

鳥
か
ら
下
羽
鳥
を
流
れ
て
、
長
塚
を
経
て
前
田
川
に
合
流
し
太
平
洋
へ
と

注
ぐ
。
戎
川
に
沿
っ
た
谷
底
平
野
は
氷
河
期
後
の
海
面
上
昇
に
よ
り
入
り

江
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
堆
積
物
な
ど
で
形
成
さ
れ
、
標
高
六
十
～
十
五
ｍ
の

下
羽
鳥
で
は
、
川
の
両
岸
に
平
坦
な
土
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

 水
利古

く
か
ら
稲
作
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
下
羽
鳥
で
は
、
た
め
池
に
よ
り
農

業
用
水
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
福
島
県
が
公
表
し
て
い
る
「
た
め
池
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
に
は
、
二
〇
二
四
年
現
在
の
情
報
と
し
て
、
川
原
廹廹
第
2
、

清
水
迫
、
川
原
廹廹
第
1
、
山
田
迫
、
北
沖
、
朴
迫
た
め
池
が
記
載
さ
れ
て

い
る
1
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
前
は
、
大
柿
ダ
ム
か
ら
農
業
用
水
が

羽
鳥
用
水
路
、
上
羽
鳥
に
位
置
す
る
琵
琶
迫
を
経
て
、
下
羽
鳥
に
共
有
さ

れ
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
の
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
居
住
が
制
限
さ

れ
灌
漑
用
水
路
の
維
持
が
停
止
し
て
か
ら
二
〇
二
四
年
一
二
月
現
在
、
未

だ
灌
漑
は
復
旧
し
て
い
な
い
。
二
〇
二
一
年
に
行
わ
れ
た
水
稲
の
試
験
栽

培
の
用
水
は
戎
川
か
ら
の
く
み
上
げ
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
2
。

 人
口近

年
の
人
口
世
帯
数
は
、
表
一
の
通
り
。

表
一　

下
羽
鳥
人
口
お
よ
び
世
帯
数
3

第
一
部
　
基
本
情
報
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大
字
の
沿
革

下
羽
鳥
は
、
相
馬
藩
標
葉
（
し
ね
は
）
郷
に
属
し
た
村
の
名
と
し
て
町

史
に
出
現
し
、
寛
永
検
地
（
一
六
三
〇
年
）
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
村
高
、

村
位
の
一
覧
に
記
載
さ
れ
て
い
る
4
。
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
に
、

標
葉
郷
が
南
北
に
分
か
れ
て
か
ら
は
、
南
標
葉
郷
の
二
九
ヶ
村
の
一
つ
と

な
り
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
に
は
、
上
羽
鳥
と
同
じ
肝
煎
の
管
区
だ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
5
。
同
じ
く
町
史
に
、
下
羽
鳥
村
の
戸
数
が
、

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
二
八
、嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
二
四
だ
っ

た
と
い
う
記
述
が
あ
る
6
。
下
羽
鳥
は
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年

に
公
布
さ
れ
た
市
制
町
村
制
に
基
づ
く
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
長
塚
村
に

編
入
さ
れ
、
大
字
と
な
っ
た
。

 二
宮
仕
法
（
に
の
み
や
し
ほ
う
）
に
よ
る
開
墾

天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
か
ら
六
年
（
一
七
八
六
）
頃
の
飢
饉
の
後
、

相
馬
藩
内
で
は
、
二
宮
尊
徳
の
教
え
に
沿
っ
て
村
を
立
て
直
す
二
宮
仕
法

が
、
二
二
七
村
の
う
ち
一
〇
一
村
に
導
入
さ
れ
た
。
開
墾
を
中
心
と
し
た

事
業
の
一
環
と
し
て
多
く
の
た
め
池
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
か
ら
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
間
に
、
下
羽
鳥
村
を
含

む
五
十
五
村
が
二
宮
任
法
に
よ
る
事
業
を
完
了
し
た
7
。

中
世
の
地
頭
（
じ
と
う
）
館
跡

現
在
の
下
羽
鳥
地
域
に
は
、
中
世
に
地
頭
館
が
あ
っ
た
8
。

　
羽
鳥
館
（
は
と
り
だ
て
）

町
史
に
よ
れ
ば
、
羽
鳥
太
郎
の
館
で
あ
る
羽
鳥
館
が
、
現
在
の
小
字
台

に
位
置
し
、建
武
四
（
一
三
三
七
）
年
の
歴
史
的
記
述
に
登
場
す
る
。「
館

の
前
を
戎
川
が
流
れ
、
豊
田
・
益
田
・
原
田
な
ど
田
の
つ
く
地
名
が
並
ん

で
い
る
。
双
葉
町
の
数
多
い
廹廹
の
中
で
も
、
広
い
方
に
属
す
る
。
羽
鳥
太

郎
は
湿
田
な
が
ら
も
比
較
的
広
い
水
田
地
と
在
家
農
民
を
支
配
す
る
忖

度
地
頭
で
あ
っ
た
」
9
。

　
西
館
（
に
し
だ
て
）

永
禄
（
一
五
五
八
～
一
五
七
〇
）
の
こ
ろ
に
は
、
西
館
と
呼
ば
れ
る
館

が
小
字
南
管
町
お
よ
び
南
迫
に
位
置
し
た
。
東
館
と
呼
ば
れ
た
新
山
城
に

対
す
る
呼
称
で
あ
り
、
東
館
の
搦
（
か
ら
）
め
手
を
護
る
配
置
だ
っ
た
。

町
史
に
よ
る
と
、「
戎
川
南
側
の
高
地
点
を
選
び
、
四
方
を
削
り
だ
し
て
急

斜
面
と
な
し
、
標
高
四
・二
メ
ー
ト
ル
地
点
を
中
心
に
平
坦
な
曲
輪
（
本
丸

的
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
）
を
築
造
し
て
い
る
。
曲
輪
の
高
さ
は
四
～
五
・

五
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
西
方
・
並
び
に
北
方
に
は
二
の
丸
的
機
能
を
も
つ

細
長
い
曲
輪
が
あ
る
。」「
本
丸
的
機
能
を
も
つ
曲
輪
の
東
～
南
東
面
に
は

高
さ
一
～
一・
五
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
が
残
っ
て
い
る
。」「
登
り
口
（
虎
口
）

は
北
の
コ
ー
ナ
ー
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
東
側
斜
面
に
も
小
径
が
あ
り
、
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現
在
登
り
口
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
以
前
は
萱
山
で
あ
っ
た
。」
と
い

う
  10

。

寺
社
  11

　
愛
宕
（
あ
た
ご
）
神
社

北
沖
に
所
在
。「
目
迫
に
は
愛

宕
下
と
い
う
地
名
が
あ
り
、
下

羽
鳥
の
豊
田
に
愛
宕
神
社
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
愛
宕
神
社
の
神

の
本
社
も
京
都
で
あ
る
。
祭
神

は
軻
遇
突
知
神
（
カ
グ
ツ
チ
ノ

カ
ミ
）
で
火
を
司
り
、
火
防
、

火
伏
の
神
で
あ
る
と
と
も
に
、

境
の
神
と
し
て
他
村
か
ら
入
る

疫
病
を
は
ば
む
と
信
じ
ら
れ
、
ま
た
軍
神
と
し
て
武
将
の
守
り
神
と
し
て

あ
が
め
ら
れ
た
。」
と
い
う
  12

。
ま
た
、
双
葉
町
文
化
財
資
料
第
二
集
に
、

境
内
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
相
生
の
松
に
関
す
る
絵
画
が
上
羽
鳥
今
村
氏

宅
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
不
動
（
ふ
ど
う
）
堂

北
沖
地
内
に
所
在
。
不
動
堂
の
開
基
は
不
明
、
尊
師
は
普
門
院
の
棟
札

愛宕神社：双葉町教育委員会
「双葉町文化財資料第二集」より転載

が
あ
り
、
天
保
や
文
化
の
記
が
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。

　
稲
荷
（
い
な
り
）
神
社

南
迫
に
所
在
。
倉
稲
御
魂
神
（
ウ
ガ
ノ
ミ
タ
マ
ノ
カ
ミ
）
を
祀
り
、
旧

二
月
初
午
、
旧
七
月
九
日
を
祭
日
と
す
る
。
平
成
十
九
年
に
社
殿
、
平
成

二
十
三
年
に
鳥
居
を
改
築
し
た
。

　
阿
弥
陀
（
あ
み
だ
）
堂

川
原
迫
八
十
番
地
に
所
在
。
字
川
原
真
言
宗
の
仏
堂
で
嘉
永
五
年
改
築

の
棟
札
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
北
沖
よ
り
合
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
千
手

観
音
お
よ
び
十
一
面
観
音
の
側
仏
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
境
内
の
古
井
戸

は
、
元
寺
跡
だ
と
い
う
。
平
成
二
十
一
年
に
お
堂
を
改
築
し
、
令
和
六
年

に
阿
弥
陀
如
来
像
を
新
調
し
た
。

 地
域
開
発

　
林
道

林
道
下
羽
鳥
線
は
、
下
羽
鳥
南
迫
か
ら
目
迫
愛
宕
下
ま
で
一
キ
ロ

七
二
八
メ
ー
ト
ル
が
、
昭
和
四
十
七
～
平
成
元
年
に
敷
設
さ
れ
た
  13

。

　
請
戸
（
う
け
ど
）
川
土
地
改
良
区

請
戸
川
土
地
改
良
区
は
、
浪
江
町
、
小
高
町
（
当
時
）。
双
葉
町
の
三

町
を
区
域
と
す
る
灌
漑
事
業
で
、
請
戸
川
上
流
に
大
柿
ダ
ム
が
昭
和

四
十
九
年
度
に
国
営
事
業
で
着
工
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
完
了
し
た
。
一
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方
で
、
こ
の
事
業
は
、
費
用
が
当
初
予
定
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ
と
が
政

治
問
題
と
な
り
、
双
葉
町
が
、
小
高
（
お
だ
か
）
町
、
浪
江
町
と
共
に
、

受
益
者
負
担
分
の
軽
減
を
国
や
県
に
陳
情
す
る
事
態
が
生
じ
た
  14

。

　
耕
地
整
理
事
業

町
史
に
よ
る
と
、
羽
鳥
地
区
は
相
馬
藩
内
で
屈
指
の
米
ど
こ
ろ
と
し
て

知
ら
れ
た
が
、
明
治
三
十
八
年
に
下
羽
鳥
耕
地
整
理
事
業
が
行
わ
れ
、
面

積
が
、
二
四
町
九
畝
二
十
歩
か
ら
二
八
町
六
反
九
畝
二
六
歩
に
、
拡
張
さ

れ
た
  15

。
ま
た
、
明
治
四
十
二
年
に
は
、
第
二
区
に
お
い
て
、
第
二
区

七
町
四
反
六
歩
か
ら
九
町
三
反
三
歩
に
拡
張
さ
れ
た
。

耕地整理記念碑（北沖）

　
農
業
協
同
組
合

農
業
協
同
組
合
の
事
業
は
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
し
て
き

た
。
昭
和
二
十
三
年
に
長
塚
農
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
、
昭
和
三
十
三

年
に
新
山
町
の
農
協
と
合
併
し
て
、
双
葉
町
農
協
と
な
っ
た
。
同
農
協
の

事
業
の
中
で
、
信
用
・
共
済
の
利
益
は
、
東
京
電
力
に
よ
る
土
地
買
収
が

始
ま
っ
た
昭
和
四
十
年
か
ら
顕
著
に
伸
び
、
地
域
の
経
済
状
況
を
把
握
す

る
参
考
に
な
る
。
な
お
、
双
葉
町
内
に
店
舗
を
構
え
る
金
融
機
関
は
、
昭

和
五
十
四
年
ま
で
農
協
の
み
だ
っ
た
  16

。

自
治
組
織

伝
達
や
共
同
作
業
の
単
位
と
し
て
、
下
羽
鳥
は
、
従
前
に
は
北
、
中
、

入
（
い
り
）
の
三
組
に
分
か
れ
、
回
覧
板
な
ど
の
伝
達
や
共
同
作
業
の
単

位
と
な
っ
て
い
た
。
戸
数
の
増
加
に
伴
い
、
北
組
を
二
組
に
分
け
、
一
組

～
四
組
の
名
称
と
な
っ
た
。（
お
そ
ら
く
平
成
十
三
年
）。

地
域
の
功
労
者

町
議
会
議
員
、
農
業
委
員
、
区
長
を
務
め
ら
れ
、
地
域
や
町
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
。 
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氏名 任期
木幡　　実 昭和 22 年 4 月 30 日〜 26 年 4 月 29 日
前田　定芳 昭和 22 年 4 月 30 日〜 30 年 4 月 29 日
木幡　正雄 昭和 30 年 4 月 30 日〜 38 年 4 月 29 日
根本　隆義 昭和 38 年 4 月 30 日〜 46 年 4 月 29 日
木幡　貴久 昭和 54 年 4 月 30 日〜平成 3 年 4 月 29 日
木幡　敏郎 平成 3 年 4 月 30 日〜 23 年 11 月 19 日

表二　双葉町議会議員

氏名 任期
木幡　正雄 昭和 24 年 8 月 18 日〜 41 年 7 月 19 日
木幡　貴久 昭和 47 年 7 月 20 日〜 53 年 7 月 19 日
阿部　利雄 昭和 53 年 7 月 20 日〜 59 年 7 月 19 日

木幡　敏郎 昭和 59 年 7 月 20 日〜平成 11年 7 月19 日、
平成 14 年 7 月 20 日〜 17 年 7 月19 日

前田　洋海 平成 18 年 9 月 20 日〜 27 年 5 月 24 日
村井　佳人 平成 20 年 2 月 20 日〜 26 年 1 月 31 日
木幡　　治 平成 26 年 2 月 1 日〜現在に至る
澤上　　榮 平成 27 年 7 月 8 日〜現在に至る

表三　農業委員

氏名 任期
沢上　　精 昭和 22、23 年
大谷　守親 昭和 24 年
榎内喜一郎 昭和 25、26 年
村井　　盛 昭和 27 年
木幡　　実 昭和 28 年
村井　　正 昭和 29 〜 33 年
島田清次郎 昭和 34 〜 36 年
北崎　一雄 昭和 37、38 年
島田清次郎 昭和 39、40 年

氏名 任期
北崎　一雄 昭和 41、42 年
里見　一雄 昭和 43 〜 45 年
前田　　府 昭和 51、52 年
阿部　利雄 昭和 55 〜 56 年
横山　　敏 平成 10、11 年
前田　洋海 平成 14 〜 21 年
阿部　利一 平成 28、29 年
木幡　敏郎 平成 30 〜令和 5 年
堀川　光男 令和 6 年〜

表四　区長

注：�下羽鳥は、昭和 52年に上羽鳥と合併して羽鳥行政区となり、以降は、一方の地
区住民が区長をもう一方が副区長を勤めていた。
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1　
 

福
島
県
「
た
め
池
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
表
に
つ
い
て
」https://

w
w

w
.pref.fukushim

a.lg.jp/sec/36045d/nouchikanrika11.

htm
l

2　

 

朝
日
新
聞
デ
ジ
タ
ル
「
双
葉
町
で
試
験
栽
培
の
水
稲
を
初
め
て
収

穫
」https://w

w
w

.asahi.com
/articles/A

SP
9Q

6Q
G

-

V
P9Q

U
GT

B002.htm
l

3　

国
勢
調
査
小
地
域
集
計

4  

「
双
葉
町
史 

第
一
巻 

通
史
」
四
一
九
頁

5　

同
前
、
三
九
一
頁

6　

同
前
、
六
四
八
頁

7　

同
前
、
四
六
九
頁

8 　

同
前
、
二
九
八
、
二
九
九
頁

9  

「
双
葉
町
史 

第
二
巻 

資
料
編
１
」
二
六
七
頁

10　

同
前
、
二
六
八
頁

11  

「
双
葉
町
文
化
財
資
料
」

12   

「
双
葉
町
史 

第
一
巻 

通
史
」
三
五
七
頁

13　

同
前
、
一
〇
一
三
頁

14 　

同
前
、
一
〇
四
〇
～
一
〇
五
四
頁

15　

同
前
、
一
〇
二
七
頁

16　

同
前
、
九
六
一
頁
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【
山
】丘

陵
地
の
下
羽
鳥
地
区
で
は
、
高
い
山
は
な
く
、
森
林
に
覆
わ
れ
た
丘

陵
が
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

 砂
立
（
す
な
た
て
）
山
の
松
茸

砂
立
山
は
、
水
は
け
の
良
い
松
山
で
松
茸
も
生
え
、
傘
が
開
く
と
い
い
香

り
が
し
た
。
他
人
の
山
で
も
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

 【
川
】下

羽
鳥
の
戎
川
は
、
小
規
模
で
水
量
も
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
た
め
池

と
同
じ
く
、
農
業
用
水
だ
け
で
は
な
く
様
々
な
用
途
が
あ
っ
た
。

 川
で
馬
を
洗
っ
た

農
作
業
の
後
、
泥
で
汚
れ
た
馬
の
体
を
洗
っ
て
い
た
。
馬
洗
場
は
屯
所

（
と
ん
し
ょ
）
が
あ
っ
た
場
所
の
側
で
、
川
に
入
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
。

川
で
泳
い
だ

昔
は
、
プ
ー
ル
な
ん
か
な
い
。
浄
化
槽
の
水
も
流
れ
て
な
く
て
水
が
き

第
二
部
　
下
羽
鳥
の
記
憶

れ
い
だ
っ
た
か
ら
、
戎
川
で
泳
い
で
い
た
。
今
の
堰
で
な
く
も
っ
と
下

が
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
堰
で
泳
い
だ
。
結
構
深
く
て
二
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
馬
洗
場
は
、
川
に
入
り
や
す
く
な
っ
て
い
て
、

子
ど
も
た
ち
に
も
恰
好
の
遊
び
場
だ
っ
た
。

 川
で
魚
を
釣
っ
た

川
に
は
フ
ナ
や
ナ
マ
ズ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
が
い
た
。
ナ
マ
ズ
は
い
っ
ぱ
い

い
た
。
堰
な
ん
か
に
は
ウ
ナ
ギ
が
い
た
。
か
っ
ぽ
し
（
川
干
）
で
、
流
れ

を
せ
き
止
め
て
魚
を
捕
る
こ
と
も
あ
っ
た
。（
昭
和
三
十
年
代
）

 浸
（
ひ
た
）
し
針
を
仕
掛
け
た

子
ど
も
た
ち
は
、
川
で
浸
し
針
を
仕
掛
け
た
。「
夕
方
に
な
っ
た
ら
、

自
分
の
そ
れ
ぞ
れ
川
に
行
っ
て
二
十
本
や
二
十
五
本
ぐ
ら
い
掛
け
て
く
ん

だ
わ
。
そ
う
す
っ
と
、
あ
し
た
の
朝
、
三
匹
や
四
匹
、
ウ
ナ
ギ
掛
か
っ
て

ん
だ
よ
。
ナ
マ
ズ
か
か
っ
た
り
。」「
遅
く
行
く
と
、
餌
ば
っ
か
り
食
べ
ら

れ
て
、
全
然
。
ウ
ナ
ギ
は
逃
げ
て
」「
学
校
に
行
く
前
に
釣
っ
て
、
バ
ケ
ツ

に
何
匹
も
入
れ
た
。
毎
朝
、
三
匹
く
ら
い
は
釣
れ
る
」
ウ
ナ
ギ
や
ナ
マ
ズ

の
エ
サ
は
、ダ
イ
ロ
ミ
ミ
ズ
。麦
畑
な
ん
か
を
つ
つ
く
と
出
て
く
る
。一
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
タ
コ
糸
に
針
を
つ
け
て
、
そ
こ
に
ミ
ミ
ズ
を
つ
け
て
川
に

浸
し
て
お
い
た
。
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氷
の
上
を
歩
い
た

昔
は
、
堤
に
も
川
に
も
氷
が
張
っ
た
。
ス
ケ
ー
ト
し
た
り
、
川
の
上
を

歩
い
て
渡
っ
た
り
で
き
た
。

 魚
が
い
な
く
な
っ
た

P
C
P
と
い
う
農
薬
（
除
草
剤
）
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
川
か
ら

魚
が
い
な
く
な
っ
た
。（
昭
和
四
十
年
代
）。
そ
の
後
、
川
自
体
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
様
子
が
変
わ
っ
た
。

 魚
が
戻
っ
て
き
た

川
の
水
は
だ
ん
だ
ん
き
れ
い
に
な
っ
て
、
震
災
前
の
あ
る
日
に
は
カ
ワ

ウ
が
来
て
、
ウ
ナ
ギ
を
く
わ
え
て
ん
の
を
み
た
。
こ
れ
、
ウ
ナ
ギ
い
ん
だ

な
、
と
思
っ
て
。
雷
雨
の
後
、
川
が
濁
っ
た
時
に
、
も
と
も
と
堰
の
あ
っ

た
場
所
で
釣
っ
て
み
っ
と
、
竿
を
入
れ
た
瞬
間
に
ウ
ナ
ギ
が
掛
か
っ
た
。

強
い
引
き
に
大
物
の
予
感
。
胸
が
高
鳴
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。

 【
地
域
の
施
設
】

羽
鳥
公
民
館

羽
鳥
公
民
館
は
、
上
羽
鳥
と
下
羽
鳥
が
行
政
区
と
し
て
合
併
し
た
と
き

に
、
共
用
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
下
羽
鳥
の
大
字
会
は
こ
こ
で
行
わ

れ
た
。
写
真
や
町
民
大
会
で
優
勝
し
た
と
き
の
賞
状
と
か
が
飾
っ
て
あ
っ

て
、
コ
ッ
プ
な
ど
も
そ
ろ
っ
て
い
た
。

以
前
、
公
民
館
の
辺
り
の
川
の
ほ
と
り
は
、
今
み
た
い
に
整
備
さ
れ
て

い
な
く
て
、竹
や
ぶ
だ
っ
た
が
、今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
護
岸
さ
れ
て
い
る
。

 旧
下
羽
鳥
集
会
所

羽
鳥
公
民
館
の
建
設
の
以
前
に
下
羽
鳥
に
も
集
会
所
が
あ
り
、
合
併
後

も
下
羽
鳥
の
部
落
会
を
し
て
い
た
が
、
台
風
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

 屯
所
（
と
ん
し
ょ
）

下
羽
鳥
の
集
会
所
の
隣
の
建
物

に
消
防
団
の
ポ
ン
プ
が
格
納
さ
れ

て
い
た
。
下
羽
鳥
の
集
会
所
が
流

さ
れ
た
水
害
後
に
屯
所
を
移
転
新

築
し
、「
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
」
詰

め
合
わ
せ
て
部
落
の
集
ま
り
を
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

 

標葉町消防団ポンプ披露式
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バ
ス
停

県
道
井
手
長
塚
線
（
県
道
二
五
六
号
）
を
寺
沢
ま
で
バ
ス
が
走
っ
て
い

て
、「
下
羽
鳥
」
と
「
益
田
」
の
二
つ
の
バ
ス
停
が
地
区
内
に
あ
っ
た
。

 中
組
の
児
童
公
園

田
ん
ぼ
を
埋
め
立
て
た
場
所
が
児
童
公
園
に
な
っ
て
お
り
、
盆
踊
り
会

場
に
も
な
っ
て
い
た
。

 洞
穴
の
貯
蔵
庫

家
の
裏
の
崖
に
掘
ら
れ
た
洞
穴
が
あ
り
、
震
災
前
は
、
野
菜
の
貯
蔵
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
た
。

 【
た
め
池
と
土
の
水
路
】

地
域
に
点
在
す
る
た
め
池
の
水
は
、
灌
漑
用
の
水
路
を
通
っ
て
田
ん
ぼ

で
使
わ
れ
、
そ
の
他
の
用
途
で
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。

 た
め
池
で
遊
ん
だ

大
き
な
堤
は
、
一
時
間
で
一
周
で
き
な
い
く
ら
い
広
か
っ
た
。「
昔
は

泳
い
だ
ん
だ
、
プ
ー
ル
な
ん
て
な
か
っ
た
か
ら
。」
新
堤
で
も
釣
り
を
し

た
。
魚
だ
け
で
な
く
ザ
リ
ガ
ニ
も
釣
っ
た
。
他
に
も
、フ
ナ
、ナ
マ
ズ
、鯉
、

エ
ビ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
な
ど
い
ろ
い
ろ
い
た
。

た
め
池
で
馬
を
洗
っ
た

小
学
校
五
年
生
く
ら
い
の
こ
ろ
新
堤
で
洗
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

る
。「
背
中
は
お
や
じ
が
洗
っ
て
、
腹
の
辺
り
を
こ
す
っ
て
洗
っ
た
。」
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
設
備
が
あ
る
と
こ
ろ
が
浅
く
な
っ
て
い
て
、
馬
を
入
れ
て

洗
う
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。

 た
め
池
の
競
り

堤
の
中
の
魚
を
捕
る
権
利
、
堤
の
の
り
面
の
草
を
刈
る
権
利
は
、
部
落

で
集
ま
っ
て
競
売
に
か
け
て
、
一
つ
何
千
円
で
競
り
落
と
し
て
い
た
。
草

も
大
事
な
資
源
だ
っ
た
。
代
金
は
部
落
の
収
入
に
な
る
。
昭
和
が
終
わ
る

ま
で
に
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

 た
め
池
の
水
抜
き

秋
、
田
ん
ぼ
に
水
を
か
け
な
く
て
よ
く
な
っ
た
頃
、
た
め
池
の
水
を
抜

い
て
魚
を
捕
っ
た
。「
じ
ょ
う
ご
」
と
呼
ば
れ
る
栓
を
抜
い
て
、
堤
の
水

を
干
し
、
魚
を
取
っ
た
。
売
っ
た
か
無
料
だ
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
が
、
み

ん
な
を
集
め
て
取
っ
た
魚
を
分
け
た
。
魚
は
串
に
さ
し
て
焼
い
た
。
鯉
の

稚
魚
を
放
し
て
育
て
る
こ
と
も
あ
り
、
鯉
の
ア
ラ
イ
と
か
甘
露
煮
と
か



‐35‐

が
、
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
。
川
魚
を
食
べ
た
の
は
昭
和
ま
で
。

 土
側
溝

田
ん
ぼ
の
周
り
の
水
路
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
な
い
昔

な
が
ら
の
土
側
溝
だ
っ
た
。

 蛍
が
い
た

「
震
災
前
な
ん
か
は
、
う
ち
の
裏
の
田
ん
ぼ
ん
と
こ
で
、
蛍
い
た
よ
。

う
ち
の
前
の
ち
っ
ち
ゃ
な
堀
。
そ
こ
に
も
蛍
い
た
し
。」
県
道
の
ほ
う
で

も
見
た
。「
で
も
、
十
年
以
上
水
張
っ
て
ね
え
か
ら
さ
。」
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自
然
豊
か
な
下
羽
鳥
で
子
ど
も
た
ち
は
の
び
の
び
と
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
昭
和
四
〇
年
代
く
ら
い
ま
で
の
記
憶
で
す
。

手
作
り
の
ス
キ
ー

雪
が
降
っ
た
ら
、
自
分
た
ち
で
ス
キ
ー
や
そ
り
を
作
っ
て
坂
を
滑
っ
て

遊
ん
だ
。
竹
藪
か
ら
竹
を
切
っ
て
き
て
、
木
を
燃
や
し
て
あ
ぶ
っ
て
曲
げ

て
滑
り
よ
く
し
た
。
小
学
生
で
も
、中
学
生
で
も
み
ん
な
つ
く
っ
て
だ
ど
。

雪
は
、三
十
セ
ン
チ
く
ら
い
。
膝
く
ら
い
ま
で
降
っ
た
の
は
何
回
も
あ
る
。

子
ど
も
か
ら
子
ど
も
に

昔
は
ガ
キ
大
将
っ
て
の
が
い
て
、
高
学
年
が
小
さ
い
子
ど
も
の
面
倒
を

み
る
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
り
遊
び
だ
の
教
え
た
。
か
く
れ
ん
ぼ
だ
の
な
ん

だ
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

お
も
ち
ゃ
は
自
分
た
ち
で

阿
弥
陀
様
の
境
内
な
ん
か
で
も
遊
ん
だ
。
杉
鉄
砲
、
紙
鉄
砲
、
水
鉄
砲
、

ゴ
ム
鉄
砲
、
み
ん
な
い
ろ
い
ろ
遊
ぶ
道
具
、
小
刀
で
作
っ
た
ん
だ
わ
よ
、

み
ん
な
。
パ
ッ
タ
（
メ
ン
コ
）
は
売
っ
て
た
。
ベ
ー
ゴ
マ
も
。
シ
マ
ダ
さ

ん
が
隣
の
ナ
ガ
エ
さ
ん
が
作
っ
た
の
を
預
か
っ
て
売
っ
て
い
た
。
パ
ッ
タ

は
缶
詰
の
缶
で
わ
き
（
周
り
）
を
固
め
て
遊
ん
だ
。

「
ご
ん
ぼ
じ
」
で
鳥
を
捕
っ
た

「
子
ど
も
の
頃
は
、「
ご
ん
ぼ
じ
」
っ
つ
っ
て
、
小
鳥
捕
る
わ
な
、
田

ぼ
の
落
ち
穂
を
拾
っ
て
、
わ
な
掛
け
し
て
。
ポ
ケ
ッ
ト
さ
、
い
つ
も
ナ
イ

フ
入
っ
て
ん
だ
わ
」
ナ
イ
フ
と
た
こ
糸
で
罠
を
し
か
け
て
小
鳥
を
捕
っ
て

食
べ
て
い
た
。
十
個
く
ら
い
山
で
仕
掛
け
て
二
匹
，
三
匹
ず
つ
毎
日
と
っ

て
き
た
。

ず
る
ず
る
場

南
迫
の
道
端
の
三
～
四
メ
ー
ト
ル
土
の
傾
斜
「
ず
る
ず
る
場
」
に
集

ま
っ
た
。「
今
は
ほ
ら
、
急
に
な
っ
て
っ
け
ど
も
、
あ
れ
、
も
っ
と
な
だ

ら
か
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
ん
だ
よ
ね
。」「
み
ん
な
し
て
登
っ
て
。
用
意

ド
ン
で
駆
け
足
で
山
に
登
っ
て
、
そ
ん
で
登
ら
ね
く
て
、
ず
る
ず
る
と
下

が
っ
て
く
る
。」「
た
だ
そ
こ
さ
行
っ
た
ん
で
は
ね
え
ん
だ
。
確
か
、
ヤ
マ

イ
チ
ゴ
採
っ
た
り
。」「
ラ
ン
ド
セ
ル
な
ん
て
ぶ
ん
投
げ
て
。」

コ
ラ
ム
①
：
子
ど
も
の
遊
び

「ごんぼじ」の側面（上）
と正面（下）
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【
第
二
次
世
界
大
戦
後
～
昭
和
四
十
年
代
の
暮
ら
し
】

疎
開
者
の
受
け
入
れ

小
さ
い
こ
ろ
、
戦
争
が
終
わ
っ
た
ば
っ
か
り
で
、
疎
開
者
が
五
世
帯
住
ん

で
い
た
。
隠
居
屋
に
三
世
帯
、
母
屋
に
二
世
帯
。
樺
太
か
ら
引
き
揚
げ
て
き

た
人
も
居
た
。
自
分
が
結
婚
す
る
近
く
ま
で
（
昭
和
三
十
年
代
）。「
だ
か
ら

子
ど
も
が
、
い
っ
ぱ
い
、
や
た
ら
に
い
た
か
ら
、
子
ど
も
が
集
ま
り
や
す
い

と
こ
ろ
で
、み
ん
な
集
ま
っ
て
、狭
い
と
こ
ろ
で
野
球
や
っ
た
り
し
て
遊
ん
だ
。」

萱
葺
（
か
や
ぶ
）
き
屋
根
と
萱
野

昔
の
家
々
は
、
萱
の
屋
根
だ
っ
た
。
二
十
年
に
一
度
葺
き
替
え
を
し
て
、

だ
ん
だ
ん
瓦
屋
根
に
代
わ
っ
て
、
最
後
の
葺
き
替
え
は
昭
和
四
十
年
代
だ
っ

た
。
萱
を
刈
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
助
け
合
い
の
共
同
作
業
で
、
そ
の
萱
を
使
っ

て
屋
根
を
葺
く
職
人
が
羽
鳥
や
渋
川
に
い
た
。
葺
き
替
え
に
使
う
萱
は
、
共

同
で
管
理
す
る
萱
野
か
ら
と
っ
た
。
萱
野
は
、
中
世
に
標
葉
一
族
の
武
士
が

居
を
構
え
た
と
こ
ろ
だ
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

 本
萱
野
（
ほ
ん
か
や
の
）

 

二
十
軒
の
家
が
毎
年
一
軒
ず
つ
屋
根
を
葺
き
替
え
る
た
め
の
萱
を
取
っ

た
。
各
家
二
十
年
に
一
度
葺
き
替
え
が
で
き
る
。
公
民
館
の
そ
ば
で
、
四
町

く
ら
い
の
広
さ
。

 隠
居
萱
野
（
い
ん
き
ょ
か
や
の
）

前
田
さ
ん
宅
前
に
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
修
復
す
る
た
め
の
萱
を
と
っ

た
。
毎
年
二
軒
ず
つ
で
使
っ
て
十
年
に
一
回
屋
根
を
直
す
の
に
使
え
た
。

 野
焼
き

昔
の
旧
正
月
く
ら
い
だ
か
ら
、
春
三
月
ぐ
ら
い
、
萱
野
の
野
焼
き
か
ら
作

業
が
始
ま
る
。「
広
い
と
こ
ろ
、
ぐ
る
っ
と
回
り
な
が
ら
わ
き
か
ら
火
つ
け
て
、

中
に
燃
え
て
い
く
の
は
か
ま
わ
ね
え
、
こ
っ
ち
に
さ
え
移
ん
な
か
っ
た
ら
。」

古
い
株
を
燃
や
す
と
い
い
萱
が
育
っ
て
く
る
。
秋
に
は
、各
家
二
人
ず
つ
出
て
、

四
十
人
ぐ
ら
い
で
萱
刈
り
を
し
て
い
た
。
二
日
く
ら
い
か
か
る
。

第二次世界大戦中、家族を送り出し、疎開者
を迎え入れた。
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兼
業
の
仕
事

「
学
校
卒
業
し
て
か
ら
は
、
土
方
な
ん
か
さ
行
っ
た
ん
だ
わ
。
一
日
三
百

円
ぐ
れ
え
だ
、
日
当
。
頼
ん
で
お
い
て
、
若
者
だ
っ
た
か
ら
「
い
つ
で
も
こ
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。
上
羽
鳥
の
え
ん
堤
造
っ
た
り
な
ん
か
し
た
。
鉄

道
工
事
は
、
日
当
が
少
し
良
く
て
五
百
円
ぐ
ら
い
貰
え
た
。
ラ
ー
メ
ン
が
、

三
十
～
五
十
円
の
こ
ろ
。」

 五
十
（
ゴ
ト
ウ
）
の
休
み

田
植
え
が
終
わ
り
、
共
同
の
作
業
が
一
段
落
す
る
七
月
か
ら
は
、五
十
（
ゴ

ト
ウ
）
と
い
っ
て
、
五
と
十
の
つ
く
日
に
農
業
を
休
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

若
い
者
と
し
て
は
嬉
し
か
っ
た
。
地
域
に
よ
っ
て
は
一
六
（
イ
チ
ロ
ク
）
と
い

う
の
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
隠
れ
て
仕
事
す
る
と「
門
松
立
て
ら
れ
っ
ぞ
」と
言
っ

て
い
た
。

 娯
楽映

画
が
人
気
だ
っ
た
。
新
山
に
映
画
館
が
あ
っ
て
流
行
っ
て
い
た
。『
丹
下

左
膳
』、『
赤
堂
鈴
之
助
』、『
黄
金
孔
雀
城
』
な
ん
か
を
観
て
い
た
。

テ
レ
ビ
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
各
家
庭
が
買
う
前
は
、
早
く
買
っ
た

人
の
と
こ
ろ
に
、
み
ん
な
観
に
行
っ
て
い
た
。「
プ
ロ
レ
ス
な
ん
て
や
っ
て
い

る
時
は
、
行
く
と
「
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
」
と
見
せ
て
く
れ
た
。
あ
の
頃
は
み
ん

な
助
け
合
い
だ
っ
た
か
ら
。
ち
ょ
こ
っ
と
観
て
帰
る
。」

「
テ
レ
ビ
で
は
、『
快
傑
ハ
リ
マ
オ
』
も
人
気
が
あ
り
、『
恐
怖
の
ミ
イ
ラ
』

は
見
た
後
、
お
っ
か
な
く
て
帰
れ
な
く
な
っ
た
。」

「
実
家
に
遊
び
に
行
く
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。」

「
夏
は
、
海
水
浴
。
郡
山
海
岸
ま
で
三
～
四
キ
ロ
歩
い
て
い
た
。（
海
岸
に

は
）
ま
だ
、
塩
を
炊
く
釜
が
あ
っ
た
。」



‐39‐

旧
暦
の
一
月
十
五
日
の
小
正
月
は
、「
い
な
ぼ
」
を
飾
っ
て
迎
え
る
風
習
が
あ

り
、
紅
白
の
餅
と
ダ
ル
マ
市
で
買
っ
た
飾
り
を
つ
け
ま
し
た
。

だ
る
ま
市

旧
暦
の
一
月
十
三
日
に
は
、
長
塚
ダ
ル
マ
市
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ダ
ル
マ
は

毎
年
少
し
ず
つ
大
き
く
し
て
い
く
の
が
習
わ
し
。
少
し
ず
つ
良
く
な
る
様
子
を

表
し
て
い
る
の
で
は
。
ダ
ル
マ
や
熊
手
や
、鯛
、宝
船
、恵
比
寿
（
え
び
す
）
様
、

大
黒
様
、
カ
ブ
な
ど
の
「
煎
餅
（
せ
ん
べ
い
）」
を
買
っ
て
帰
っ
た
。
こ
れ
ら
の

煎
餅
は
、
い
な
ぼ
付
け
の
お
飾
り
に
す
る
。
ダ
ル
マ
市
は
、
新
年
の
初
市
の
た

め
近
隣
の
村
や
町
か
ら
大
勢
の
人
が
出
て
大
変
に
賑
わ
う
祭
り
だ
っ
た
。

し
み
餅
作
り

十
四
日
に
は
、ど
こ
の
家
で
も
朝
早
く
か
ら
保
存
食
用
の
し
み
餅
を
つ
い
た
。

ヨ
モ
ギ
を
入
れ
た
草
餅
や
、干
し
柿
を
作
っ
た
柿
の
皮
を
入
れ
た
柿
も
ち
な
ど
、

四
～
五
回
ほ
ど
つ
い
た
。
寒
い
夜
を
待
っ
て
三
本
の
藁
（
わ
ら
）
の
根
元
を
縛
っ

た
も
の
で
餅
を
編
み
込
み
二
つ
合
わ
せ
て
縛
っ
て
水
に
つ
け
て
、
屋
外
の
竹
竿

に
下
げ
凍
ら
せ
て
明
朝
に
部
屋
で
自
然
乾
燥
す
れ
ば
出
来
上
が
り
。

い
な
ぼ
付
け

稲
の
豊
作
を
願
っ
て
ど
こ
の
家
で
も
い

な
ぼ
付
け
が
行
わ
れ
た
。
餅
つ
き
の
最

後
に
紅
白
の
薄
く
伸
ば
し
た
厚
さ
一㎝
ほ

ど
の
の
し
餅
を
作
り
、
午
後
に
は
枝
ぶ

り
の
い
い
ミ
ズ
ノ
キ
を
山
か
ら
切
っ
て
来

て
、
そ
の
木
の
枝
に
、
紅
白
の
餅
を
細

長
く
紐
の
よ
う
に
し
た
も
の
を
手
で
ち

ぎ
っ
て
枝
に
付
け
て
い
き
最
後
に
、
だ
る

ま
市
で
買
っ
て
き
た
煎
餅
で
飾
り
付
け
て
玄
関
を
入
っ
た
部
屋
に
飾
り
付
け

る
。
十
五
日
ほ
ど
で
下
げ
た
後
は
、新
聞
紙
を
広
げ
て
枝
か
ら
餅
を
も
ぎ
と
り
、

缶
な
ど
に
い
れ
て
保
存
し
た
。
油
で
揚
げ
て
膨
ら
ん
だ
餅
に
塩
を
ま
ぶ
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
。
食
べ
物
の
少
な
い
時
代
、
競
い
合
っ
て
食
べ
た
。

柿
の
ま
じ
な
い

旧
暦
一
月
十
四
日
の
夕
方
に
は
い
な
ぼ
付
け
で
余
っ
た
餅
と
ナ
タ
を
持
っ
て

自
分
の
家
の
柿
の
木
を
ま
わ
っ
て
ナ
タ
で
傷
を
つ
け
、
大
き
な
声
で
「
な
っ
か
、

な
ん
ね
が
、
な
り
も
す
か
、
な
り
も
さ
ね
っ
か
、
切
っ
て
し
ま
、
な
り
も
う
す
、

な
り
も
う
す
（
な
る
か
、
な
ら
な
い
か
、
な
ら
な
い
つ
も
り
な
ら
切
っ
て
し
ま

お
う
、
な
り
ま
す
、
な
り
ま
す
）。」
と
言
い
な
が
ら
、
柿
の
木
を
回
っ
て
歩
く
。

傷
を
つ
け
た
所
に
餅
を
つ
け
な
が
ら
ま
わ
っ
て
歩
く
。
柿
が
今
年
も
豊
作
に
な

る
よ
う
に
と
の
ま
じ
な
い
で
す
。

コ
ラ
ム
②
：
小
正
月
の
風
習
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【
東
日
本
大
震
災
前
の
暮
ら
し
】

兼
業
農
家

下
羽
鳥
で
は
、
大
半
が
兼
業
農
家
だ
っ
た
。「
お
金
は
な
く
て
も
、
農
業

し
て
、
山
の
も
の
、
川
の
も
の
、
資
源
が
豊
富
で
、
楽
し
い
人
生
だ
っ
た
」。

結
婚
後
、
下
羽
鳥
に
住
ん
だ
。
夫
と
一
緒
に
野
菜
の
苗
を
育
て
て
苗
市
に

出
し
て
い
た
。
早
朝
か
ら
農
作
業
を
し
て
、
そ
の
後
町
工
場
に
出
勤
、
夕
方

帰
宅
し
て
か
ら
も
、
草
が
伸
び
て
い
れ
ば
刈
っ
た
り
し
た
。

 原
発
が
出
来
て
か
ら
の
兼
業

原
発
で
き
て
か
ら
は
、
多
く
の
住
民
は
原
発
で
働
い
た
。「
仕
事
探
し
も
、

み
ん
な
、
今
度
は
原
発
。
賃
金
が
高
か
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
、
原
発
は
働
く
場

所
だ
っ
た
ん
だ
。
あ
の
事
故
さ
え
な
け
れ
ば
、
東
京
よ
り
も
賃
金
高
い
ん
だ

か
ら
。
他
か
ら
、出
稼
ぎ
に
も
来
て
た
。「
東
電
の
中
に
入
っ
て
る
会
社
で
、「
俺

ん
と
こ
ろ
、
も
う
目
い
っ
ぱ
い
だ
か
ら
、
も
う
来
な
く
て
い
い
」
っ
て
言
う
と

こ
ろ
ね
え
ん
だ
。
ど
こ
で
も
人
が
欲
し
か
っ
た
ん
だ
。
部
落
の
半
分
以
上
は

原
発
に
関
わ
っ
て
た
な
。
親
子
三
人
し
て
原
発
さ
行
っ
て
る
な
ん
て
人
た
ち

い
た
ん
だ
。
金
入
る
か
ら
、
農
業
機
械
は
新
し
く
な
る
。
だ
か
ら
東
電
の
こ

と
は
あ
ま
り
う
ら
む
こ
と
な
か
っ
た
。
そ
う
や
っ
て
、
い
い
時
代
も
あ
っ
た
ん

だ
か
ら
。
こ
ん
な
事
故
で
も
ね
け
れ
ば
な
。
た
ま
た
ま
だ
ば
い
。」

 

自
前
の
木
材
で
建
て
た
家

自
分
の
山
の
木
を
製
材
し
、
家
を
建
て
た
。
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。

 多
世
代
同
居

三
世
代
か
ら
四
世
代
同
居
の
世
帯
も
あ
っ
た
。「
下
は
六
歳
か
ら
上
は

九
十
六
歳
ま
で
の
同
居
だ
っ
た
。
平
日
は
、
孫
の
迎
え
、
炊
事
、
洗
濯
、
掃

除
を
引
き
受
け
て
い
て
、
忙
し
い
日
々
を
送
っ
た
。」

 移
動
販
売

浪
江
の
請
戸
か
ら
魚
を
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
で
売
り
に
来
て
い
た
。「
み
ん

な
回
っ
て
歩
く
の
、
一
軒
一
軒
、「
今
日
は
魚
、
要
る
か
」
っ
て
。」
頼
め
ば
さ

ば
い
て
く
れ
た
。
豆
腐
の
移
動
販
売
も
来
て
い
て
、
都
は
る
み
の
歌
を
流
し

て
い
た
。
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昔
は
冠
婚
葬
祭
に
使
う
八
畳
間
が
、
二
、三
部
屋
、
各
家
に
あ
り
、
足
り
な

け
れ
ば
、
庭
に
テ
ン
ト
を
張
り
ま
し
た
。
お
膳
も
五
十
客
く
ら
い
各
家
で
持
っ

て
い
て
、結
婚
式
も
葬
式
も
自
宅
が
式
場
だ
っ
た
頃
の
冠
婚
葬
祭
の
記
憶
で
す
。

花
嫁
は
徒
歩
で

新
婦
は
、
実
家
か
ら
婚
家
に
車
（
昔
は
人
力
車
や
馬
車
）
で
向
か
っ
て
も
、

途
中
か
ら
歩
い
て
来
た
。「
他
の
人
に
見
せ
る
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
歩
っ
た
ん

だ
わ
。」
嫁
入
道
具
も
、
車
や
馬
車
に
積
ん
で
き
た
。
玄
関
先
で
ゴ
ザ
を
敷

い
て
椅
子
に
座
り
結
婚
の
記
念
写
真
を
撮
っ
た
。

嫁
入
り
行
列
の
「
か
ご
馬
」

 

「
か
ご
馬
（
か
ご
ん
ま
）
な
ん
つ
う
も
あ
っ
た
べ
な
。
」
男
が
女
も
の
の
長

じ
ゅ
ば
ん
を
着
て
、
腰
ひ
も
を
締
め
て
、
藁
で
作
っ
た
馬
の
首
に
、
は
な
ど
り

も
つ
け
、
籠
を
背
負
っ
て
行
列
か
ら
見
物
人
に
酒
を
振
る
ま
っ
た
。
暴
れ
て

歩
く
の
で
、
人
力
車
を
蹴
っ
て
引
手
を
折
っ
た
と
い
う
の
も
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
。
後
の
結
婚
式
場
で

も
余
興
に
な
っ
た
。

自
宅
で
の
お
葬
式

葬
式
は
自
宅
で
し
て
、

墓
ま
で
銘
旗
を
持
っ
て
歩

い
て
い
た
。
女
性
は
早
朝
四
時
く
ら
い
か
ら
赤
い
豆
を
入
れ
た
お
蒸
か
し
な

ど
の
料
理
を
作
っ
た
。
客
や
家
族
や
親
せ
き
に
、味
噌
汁
、煮
し
め
、お
浸
し
、

漬
物
、
大
し
た
も
の
で
な
く
て
も
、
み
ん
な
昼
か
け
て
く
る
か
ら
食
べ
て
も

ら
う
。
最
後
に
覚
え
て
い
る
家
で
の
葬
式
は
、
平
成
十
二
、三
年
。

土
葬
だ
っ
た

以
前
は
、
土
葬
だ
っ
た
の
で
、
穴
を
掘
っ
て
棺
桶
を
収
め
た
。
昔
は
、「
火

葬
は
熱
い
か
ら
ダ
メ
だ
、
焼
か
な
い
で
く
れ
」、
と
言
っ
て
い
た
。
郡
の
火
葬

場
が
出
来
て
、
土
葬
は
な
く
な
っ
た
。

葬
式
で
の
役
割

穴
を
掘
る「
六
尺
」の
他
、葬
式
の
役
割
を
記
録
し
た
昔
か
ら
の「
役
割
帳
」

を
保
管
し
て
、
一
軒
二
人
出
て
い
た
。
戸
数
が
少
な
い
組
で
は
、
他
の
組
か

ら
も
役
が
出
て
い
た
。
北
組
の
葬
式
は
、
お
客
さ
ん
よ
り
も
一
軒
二
人
の
食

べ
る
分
が
多
か
っ
た
。

葬
式
の
う
ど
ん

お
代
わ
り
す
る
美
味
し
さ
。
日
野
食
堂
の
た
れ
を
ま
ね
て
「
煮
干
し
な
ん

か
山
ほ
ど
使
っ
て
、
出
汁
と
っ
て
、
抜
群
に
美
味
し
か
っ
た
。」

ツ
ナ
の
と
も
和
え

ア
ン
コ
ウ
な
ら
ぬ
ツ
ナ
の
と
も
和
え
は
、「
葬
式
に
も
子
供
が
生
ま
れ
た
時

に
も
作
る
」。
切
り
干
し
大
根
を
水
で
も
ど
し
、
缶
の
ツ
ナ
を
油
を
き
ら
ず

に
い
れ
て
炒
め
る
。
味
は
、
み
そ
で
も
醤
油
で
も
い
い
。

コ
ラ
ム
③
：
冠
婚
葬
祭嫁入り行列を

盛り上げたかご馬
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【
自
治
組
織
・
行
事
】

組
割
り

下
羽
鳥
の
組
は
三
組
だ
っ
た
が
、戸
数
が
増
え
て
、入
組
十
三
、中
組
は
八
、

北
組
二
十
二
に
な
っ
た
。
国
勢
調
査
の
世
帯
数
と
は
異
な
る
が
、
回
覧
板
を

回
す
家
の
数
な
の
で
、
例
え
ば
二
世
帯
住
宅
な
ど
は
一
戸
と
数
え
て
い
る
。

大
き
な
組
で
は
、
回
覧
板
が
回
り
き
ら
な
い
な
ど
の
不
都
合
が
あ
っ
た
の
で
、

北
組
が
2
つ
に
分
か
れ
て
四
組
に
な
っ
た
。

 掲
示
板

下
羽
鳥
の
停
留
所
の
傍
に
掲
示
板
が
あ
っ
て
、
町
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
掲

示
し
て
い
た
。

 人
足
の
仕
事

各
家
か
ら
労
働
力
を
出
し
合
う
こ
と
を
人
足
と
い
っ
た
。
萱
野
の
刈
り
取

り
や
、
田
の
土
側
溝
の
修
理
な
ど
も
、
人
足
仕
事
だ
っ
た
。

 消
防
団
の
活
動

夏
場
は
、
朝
四
時
五
時
に
起
き
て
七
時
く
ら
い
ま
で
訓
練
を
し
て
か
ら
、

仕
事
に
出
勤
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
双
葉
の
第
八
分
団
は
町
で
一
番
に
な
っ

て
郡
の
大
会
に
出
た
こ
と
も
あ
る
。
他
地
域
か
ら
転
入
し
て
も
、
消
防
団
に

入
れ
ば
、
地
域
の
人
と
親
し
く
な
る
こ
と
が
出
来
た
。

青
年
会
（
え
び
す
会
）

地
区
の
跡
取
り
を
中
心
に
組
織
さ
れ
、
主
な
活
動
は
、
盆
踊
り
や
伝
統
行

事
の
継
承
や
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
た
め
の
キ
ャ
ン
プ
や
親
睦
旅

行
な
ど
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

 老
人
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）

老
人
会
に
入
っ
た
ら
、
旅
行
に
行
け
た
。
ご
褒
美
と
い
う
感
覚
。
奉
仕
活

動
で
花
を
植
え
て
い
た
。

 婦
人
会
の
踊
り

婦
人
会
で
は
、
部
落
ご
と
に
そ
ろ
い
の
浴
衣
を
作
っ
て
敬
老
会
や
盆
踊
り

で
踊
っ
た
。
双
葉
町
の
盆
踊
り
に
も
参
加
し
て
い
た
。

 農
家
の
集
会

一
月
の
こ
ろ
、
当
番
の
家
に
集
ま
っ
て
鍋
を
囲
ん
で
い
た
。

 女
性
の
玉
子
酒

共
同
で
飲
食
す
る
と
き
、
女
性
が
酒
を
飲
む
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
玉
子
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酒
は
作
っ
て
飲
ん
で
い
た
。

 神
楽
の
保
存

保
存
会
が
公
民
館
で
活
動
を
し
て
い
た
。
震
災
後
、
令
和
三
年
に
神
楽
、

大
太
鼓
、
小
太
鼓
を
、
初
発
神
社
に
預
け
た
。

 盆
踊
り

櫓
（
や
ぐ
ら
）
は
み
ん
な
で
朝
か
ら
作
業
し
て
一
時
間
ぐ
ら
い
で
出
来
て

い
た
。
あ
と
は
、
歌
う
人
、
太
鼓
を
た
た
く
人
、
屋
台
で
焼
き
鳥
を
焼
く
人

と
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が
あ
っ
た
。
始
ま
る
前
に
は
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
た
。

く
じ
引
き
の
景
品
が
す
ご
く
て
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
い
た
。

盆
踊
り
の
唄
は
、
基
本
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
歌
い
手
が
工
夫
し
て
歌
詞
を

足
す
。
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
往
年
の
歌
い
手
が
唄
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。

 

ハ
ア
ー　

ハ
ア
ー　

ひ
と
つ
あ
げ
ま
し
ょ
か　

コ
リ
ャ　

は
ば
か
り
な
が

ら
よ
ー　

コ
リ
ャ

 

ハ
ア
ー　

ハ
ア
ー　

う
た
い
そ
ん
じ
は
な
ー　

コ
リ
ャ　

ご
め
ん
な
れ
よ
―

 

ハ
ア
ー　

ハ
ア
ー　

こ
と
し
ゃ
ほ
う
ね
ん
だ
ー
よ　

コ
リ
ャ　

ほ
に
ほ
が
さ

い
て
よ
ー　

コ
リ
ャ

 

ハ 

ア
ー　

ハ
ア
ー　

み
ち
の
ご
ぐ
ざ
に
も
ー　

コ
リ
ャ　

あ
の
さ
な
ー

こ
め
が
な
る
よ
ー	

（
下
羽
鳥
盆
踊
り
唄
抜
粋
）

【
周
辺
地
域
と
の
つ
な
が
り
】

「
夢
工
房
」
と
「
よ
っ
て
み
っ
せ
」

農
産
物
の
余
っ
た
も
の
を
利
用
し
よ
う
と
、
双
葉
町
の
農
家
の
女
性
た
ち

が
中
心
に
な
っ
て
、
今
で
い
う
六
次
化
の
活
動
を
し
て
い
た
。

二
〇
〇
四
年
に
加
工
場
「
夢
工
房
」
と
直
売
所
の
「
よ
っ
て
み
っ
せ
」
を

始
め
た
。

 通
学学

校
は
北
小
学
校
、
羽
鳥
は
近
か
っ
た
。
小
学
校
で
は
、
集
団
登
校
。
中

学
校
は
、
町
の
中
心
部
に
あ
っ
て
、
北
と
南
、
二
つ
の
小
学
校
に
通
っ
て
い

た
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
た
。
家
が
二
キ
ロ
以
上
離
れ
て
い
な
い
と
自
転
車
で
通

う
こ
と
が
出
来
ず
、
途
中
で
先
生
が
見
張
っ
て
い
た
。
標
葉
町
か
ら
双
葉
町

に
町
名
が
変
更
さ
れ
て
小
学
校
も
中
学
校
も
標
葉
か
ら
双
葉
に
名
前
が
変

わ
っ
た
。
高
台
に
中
学
校
が
移
転
し
た
跡
に
図
書
館
が
建
っ
た
。

 郡
山
海
岸

海
水
浴
だ
け
で
な
く
、
元
日
は
、
歩
い
て
行
っ
て
日
の
出
を
迎
え
た
。「
一

時
間
以
上
か
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
元
気
の
い
い
時
で
ね
。
若
い
時
。」キ
ャ

ン
プ
場
で
、
子
ど
も
の
夏
休
み
キ
ャ
ン
プ
も
し
た
。
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脱
線
転
覆
事
故

昭
和
三
十
二
年
常
磐
線
で
北
上
号
が
転
覆
し
た
夜
に
は
、
自
宅
ま
で
バ
ー

ン
と
い
う
す
ご
い
音
が
聞
こ
え
た
。
何
事
か
と
、
下
羽
鳥
か
ら
も
大
勢
が
駆

け
付
け
た
。

 町
民
運
動
会

秋
、
九
月
の
第
一
日
曜
日
、
町
の
グ
ラ
ン
ド
で
地
区
対
抗
の
町
民
大
会
が

あ
っ
て
、
震
災
前
ま
で
、
半
世
紀
以
上
続
い
て
い
た
。
昔
は
、
山
の
方
の
集

落
は
、
町
に
出
る
機
会
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
楽
し
み
な
行
事
だ
っ
た
。

若
か
り
し
日
は
、
綱
引
き
に
引
っ
張
り
出
さ
れ

た
。
リ
レ
ー
と
綱
引
き
は
強
か
っ
た
。
選
手
は

部
落
の
常
会
で
集
ま
っ
て
決
め
た
。
体
格
の
い

い
ひ
と
が
綱
引
き
、
足
の
速
い
人
は
リ
レ
ー
。

地
域
の
中
で
大
体
分
か
っ
て
い
た
。
あ
と
は
玉

入
れ
と
か
、
老
人
と
子
ど
も
は
宝
ゲ
ー
ム
と
か
。

上
・
下
羽
鳥
、
寺
沢
一
二
〇
戸
く
ら
い
が
一
緒
の

区
割
り
だ
っ
た
。
打
ち
上
げ
は
、
刺
身
や
オ
ー

ド
ブ
ル
を
取
っ
て
三
地
区
合
同
の
反
省
会
と
交

流
会
だ
っ
た
。一
堂
に
会
す
る
貴
重
な
機
会
だ
っ

た
。

双
葉
町
の
盆
踊
り

盆
踊
り
は
、
双
葉
町
の
部
落
ご
と
に
櫓
が
あ
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
で
や
っ
て
い

た
が
、
八
月
十
五
日
頃
に
一
堂
に
会
し
て
、
部
落
競
演
の
盆
踊
り
大
会
っ
て
い

う
の
が
あ
っ
た
。
一
チ
ー
ム
だ
い
た
い
十
五
分
ぐ
ら
い
、
交
代
で
た
た
く
。
部
落

の
た
た
き
方
と
か
歌
う
癖
と
か
あ
る
の
で
、
一
チ
ー
ム
、
一
セ
ッ
ト
そ
ろ
わ
な
い

と
、
な
か
な
か
合
わ
な
い
。
部
落
ご
と
に
違
う
か
ら
、
味
が
あ
る
。

 町
と
つ
な
が
る

 

「
震
災
で
も
な
け
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん
と
つ
な
が
っ
て
く
っ
か
な
と
は
思
っ
て

た
ん
だ
け
ど
、
町
に
な
。
だ
け
ど
も
、
す
ぐ
近
く
ま
で
あ
れ
、
東
電
社
宅
だ
何

だ
っ
て
来
て
た
か
ら
な
。
」

貯
金

 

「（
農
協
に
）
定
期
預
金
を
一
定
額
積

ん
だ
人
は
、
少
し
の
料
金
で
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
遊
覧
飛
行
が
で
き
た
。
当
時
と

し
て
は
、大
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
」

 

公民館に並ぶ町民運動会の賞状

遊覧飛行の機体に「三ツ矢航空」の社名
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【
信
仰
】

稲
荷
神
社
の
祭
り
と
改
築

中
組
・
入
組
の
氏
子
が
中
心
で
春
と
秋
に
大
祭
を
し
て
い
た
。
最
近
は
、

二
月
の
初
午
祭
一
回
で
護
摩
を
焚
い
て
祈
願
し
て
い
た
。
以
前
の
社
殿
は
、

明
治
八
年
の
建
設
だ
っ
た
と
い
う
が
、
平
成
十
九
年
一
月
に
松
の
倒
木
で
壊

れ
た
た
め
、住
民
の
浄
財
で
建
て
直
し
、同
年
六
月
六
日
に
遷
宮
祭
を
行
っ
た
。

 阿
弥
陀
堂
の
改
築
と
仏
像
の
新
調

共
同
墓
地
の
側
に
あ
る
阿
弥
陀
堂
は
、
地
区
住
民
の
浄
財
で
震
災
前
に

改
築
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
震
災
後
、
仏
像
も
新
調
し
、
令
和
六
年
二
月

十
七
日
に
、
み
ぞ
れ
が
降
り
し
き
る
中
、
開
眼
供
養
を
行
っ
た
。

 お
不
動
さ
ん
へ
の
お
参
り

北
沖
の
不
動
堂
は
、
お
不
動
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
、
地
域
で
お
祭

り
を
し
て
い
た
。
火
を
背
に

す
る
不
動
尊
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
消
防
団
は
、
毎
年
、
出

初
式
の
前
に
お
参
り
す
る

の
が
習
い
だ
っ
た
。

愛
宕
神
社
の
氏
子
親
睦
会

一
度
崩
れ
て
、
そ
の
後
に
小
さ
な
祠
が
寄

付
さ
れ
た
。
北
組
の
人
た
ち
が
お
祭
り
を
し

て
い
た
。
縁
日
に
は
、
の
ぼ
り
旗
を
立
て
て

近
所
の
氏
子
さ
ん
の
根
本
さ
ん
の
家
で
親
睦

会
を
し
た
。

 馬
頭
尊
の
石
刻

路
肩
に
造
立
さ
れ
た
「
馬
頭
尊
」
と
刻
ま

れ
た
石
は
、
馬
を
病
気
や
災
難
か
ら
護
る
馬

頭
観
音
信
仰
を
示
し
て
い
て
、
馬
が
大
切
に

さ
れ
て
い
た
往
時
が
偲
ば
れ
る
。

お
地
蔵
様

南
迫
、
官
林
さ
ん
宅
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
東
の
山
の
中
に
お
地
蔵
さ
ま
が
あ

る
。
触
る
と
具
合
が
悪
い
の
が

治
る
と
い
う
の
で
、
擦
り
減
っ

て
鼻
も
な
い
。

炎を背にした
不動明王像

山の中のお地蔵様 道端に見られる馬頭尊の石刻
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「
一
浦
（
小
高
）
、
二
羽
鳥
、
三
熊
川
（
大
熊
町
）
」
と
謳
わ
れ
た
よ
う
に
、

下
羽
鳥
は
浜
通
り
屈
指
の
米
ど
こ
ろ
で
し
た
。
手
作
業
の
時
代
か
ら
、
現
代

に
至
る
記
憶
で
す
。

一
反
区古

く
か
ら
ほ
場
が
一
反
区
に
整
備
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
農
業
機
械
が
大

型
化
さ
れ
小
さ
く
感
じ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
だ
っ
た
。

土
側
溝
の
掘
り
上
げ

 

「
こ
れ
を
や
ら
な
い
と
水
通
せ
な
い
か
ら
農
作
業
に
入
ら
れ
な
い
。
」
土
側
溝

だ
っ
た
の
で
、
掘
り
上
げ
人
足
が
、「
な
ぎ
な
た
」
と
い
う
道
具
を
使
い
、
固
ま
っ

た
泥
を
除
い
て
作
り
直
す
作
業
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
震
災
前
ま
で
三
月
頃
、
組

ご
と
に
作
業
範
囲
が
決
ま
っ
て
い
て
、一
軒
か
ら
二
人
く
ら
い
ず
つ
出
て
い
た
。

迫
（
さ
く
：
小
さ
な
谷
）
の
作
業

迫
の
小
さ
な
田
は
シ
ロ
コ
（
手
じ
ろ
）
で
代
か
き
を
し
た
。
稲
刈
り
は
、

手
刈
り
か
ら
バ
イ
ン
ダ
ー
に
な
っ
た
。
乾
燥
は
、稲
架
（
は
ぜ
）
掛
け
だ
っ
た
。

田
植
え

田
植
え
は
早
い
人
で
五
月
十
日
く
ら
い
で
、
六
月
ま
で
続
く
。
昔
は
、
田

植
え
の
頃
は
、
ま
だ
手
が
か
じ
か
ん
だ
。
田
植
え
は
、
結
（
ゆ
い
）
と
い
う

集
団
で
共
同
作
業
を
し
て
い
た
。
結
と
組
は
、
同
じ
で
は
な
く
、
組
の
中
で

調
整
し
て
結
が
で
き
て
い
た
「
持
ち
回
り
で
そ
の
う
ち
に
お
手
伝
い
に
行
っ

て
、
夜
み
ん
な
で
ご
飯
ご
ち
そ
う
し
て
、
万
歳
や
っ
た
り
、
終
わ
り
に
。」
結

で
は
な
く
町
か
ら
人
を
雇
う
こ
と
も
あ
り
、
朝
の
四
時
く
ら
い
か
ら
二
十
人

く
ら
い
来
て
い
た
。

こ
じ
は
ん
・
一
服

農
作
業
の
合
間
に
お
に
ぎ
り
や
し
み
餅
を
食
べ
る
こ
と
を
、
こ
じ
は
ん
と

か
一
服
と
か
言
っ
た
。

田
ん
ぼ
は
大
人
の
仕
事

実
家
の
タ
バ
コ
栽
培
は
、
子
ど
も
も
頭
数
で
手
伝
わ
さ
れ
た
け
ど
、
田
ん

ぼ
は
、
機
械
化
さ
れ
た
後
は
大
人
だ
け
で
出
来
た
。
子
ど
も
に
は
、
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
苗
を
運
ん
だ
り
、
機
械
の
跡
を
均
（
な
ら
）
し
た
り
さ
せ
た
。

野
菜
の
苗
作
り

稲
作
の
傍
ら
ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
野
菜
、
タ
バ
コ
の
苗
も
。

苗
市
は
駅
前
で
道
路
を
通
行
止
め
に
し
て
、
花
木
の
苗
も
売
ら
れ
て
、
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。

大
豆
栽
培

減
反
対
応
で
震
災
前
、
集
落
営
農
組
合
を
結
成
し
て
十
町
近
く
で
大
豆
を

作
っ
て
い
た
。
全
て
J
A
に
出
荷
し
た
が
、
一
年
に
一
回
、
自
分
た
ち
用
の
豆

腐
や
お
か
ら
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
み
ん
な
に
配
っ
た
。
生
産
組
合
で
ほ
場

整
備
の
計
画
を
し
て
い
た
が
、
震
災
で
中
止
に
な
っ
た
。

コ
ラ
ム
④
：
下
羽
鳥
の
農
業
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【
東
日
本
大
震
災
の
影
響
】

地
震
の
様
子

震
災
の
時
は
、
ち
ょ
う
ど
犬
の
散
歩
に
行
き
、
北
沖
の
本
林
健
治
さ
ん

の
家
の
前
ま
で
行
っ
た
と
き
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
不
気
味
な

地
鳴
り
と
大
き
な
揺
れ
が
始
ま
っ
た
。
田
ん
ぼ
も
道
路
も
海
の
よ
う
に
波

打
っ
て
た
ね
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
電
柱
も
折
れ
ん
ば
か
り
に
曲
が
っ
て
い

た
。
こ
れ
で
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
な
る
か
と
思
う
と
、
さ
ら
に
大
き
な
揺

れ
が
続
く
、
更
に
大
き
く
揺
れ
る
。
こ
の
世
は
終
わ
り
か
と
思
わ
れ
た
。

四
分
ほ
ど
揺
れ
が
続
い
て
、
そ
し
て
、
西
の
山
の
方
を
見
る
と
、
地
震
で

杉
の
木
が
揺
れ
る
も
の
で
ス
ギ
花
粉
が
飛
ん
で
空
が
真
黄
色
に
染
ま
っ

て
い
た
。
南
迫
の
方
を
見
れ
ば
、
ぼ
ー
ん
ぼ
ー
ん
と
煙
が
上
が
っ
た
。
家

が
つ
ぶ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
舞
い
上

が
っ
た
土
埃
だ
っ
た
と
思
う
。
あ
ち

こ
ち
の
地
面
か
ら
水
が
噴
水
の
よ
う

に
噴
き
出
し
て
い
た
。

 原
発
周
辺
か
ら
の
公
民
館
へ
の
避
難

二
〇
一
一
年
の
原
発
事
故
が
起

こ
っ
た
夜
、
羽
鳥
公
民
館
に
は
、
双

葉
町
郡
山
地
区
の
住
民
が
避
難
し
た
。

避
難
と
一
時
立
入

避
難
指
示
継
続
中
は
一
時
立
入
り
申
請
を
し
て
、
墓
参
り
を
し
て
い
た
。

大
字
交
流
会

各
地
に
避
難
し
た
下
羽
鳥
の
住
民
に
連
絡
を
取
っ
て
、
年
に
一
回
の
交

流
会
を
開
催
し
て
き
た
。
ふ
る
さ
と
を
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
か
考
え

る
た
め
に
も
必
要
だ
が
、
若
い
世
代
の
参
加
が
あ
ま
り
な
く
、
世
代
を
超

え
た
交
流
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

 一
部
を
残
し
て
の
避
難
指
示
解
除

二
〇
二
四
年
十
二
月
二
十
一
日
現
在
、
下
羽
鳥
は
、
特
定
復
興
再
生
拠

点
区
域
と
帰
還
困
難
区
域
に
分
か
れ
て
い
る
。
境
界
に
バ
リ
ケ
ー
ド
が
設

置
さ
れ
、
下
羽
鳥
の
四
組
の
う
ち
一
組
に
帰
還
困
難
区
域
が
残
る
。

二
〇
二
四
年
に
帰
還
困
難
区
域
の
中
の
特
定
帰
還
居
住
区
域
の
範
囲
が

下
羽
鳥
に
も
広
が
っ
て
家
屋
の
解
体
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
現
状

　
営
農
再
開

下
羽
鳥
で
は
、
稲
作
は
再
開
さ
れ
て
い
な
い
が
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
栽
培

さ
れ
、
二
〇
二
二
年
か
ら
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
た
め
池
、
羽
鳥
用
水
路
の

平成 23年 3月 11日の羽鳥公民館室内
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灌
漑
は
、
復
旧
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
大
型
機
械
が
入
る
よ
う
な
ほ
場

へ
の
整
備
事
業
が
計
画
さ
れ
、
土
側
溝
に
も
U
字
溝
が
入
る
。
二
〇
二
四

年
に
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
の
農
地
利
用
に
つ
い
て
、
法
人
化
を
目
指

す
担
い
手
に
地
権
者
が
営
農
を
委
託
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

　
帰
還
の
希
望
と
難
し
さ

二
〇
二
五
年
一
月
十
三
日
現
在
、
下
羽
鳥
地
区
に
四
戸
が
戻
り
、
居
を

構
え
る
。
一
方
で
、
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
と
い
う
人
も
い
る
。
町
の

イ
ン
フ
ラ
は
整
備
途
中
で
あ
り
、
住
居
は
風
雨
や
獣
害
で
新
築
が
必
要
、

加
え
て
、同
世
帯
の
中
で
も
意
向
が
異
な
り
決
め
る
こ
と
が
難
し
い
。「
私

ら
が
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
明
日
に
で
も
、
今
で
も
帰
り
た
い

け
れ
ど
も
。
ふ
る
さ
と
だ
か
ら
、戻
り
た
い
。」
と
親
世
代
の
希
望
が
あ
っ

て
も
、
若
い
世
代
は
、
避
難
先
で
仕
事
を
見
つ
け
た
り
子
ど
も
が
学
校
に

通
っ
て
い
た
り
、
避
難
先
で
生
活
の
基
盤
を
固
め
て
い
る
場
合
が
少
な
く

な
い
。

　
自
宅
へ
の
複
雑
な
思
い

帰
る
こ
と
が
か
な
わ
な
い
自
宅
で
も
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
か
ら

除
草
な
ど
の
管
理
が
必
要
に
な
っ
た
。
家
を
解
体
し
た
跡
地
に
は
固
定
資

産
税
が
か
か
る
。
先
祖
が
守
っ
て
き
た
土
地
だ
け
ど
、
今
後
は
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
い
い
の
か
、
戸
惑
い
が
あ
り
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
こ

そ
の
複
雑
な
思
い
が
あ
る
。

帰
還
困
難
区
域
の
現
状

下
羽
鳥
に
一
部
残
っ
た
帰
還
困
難
区
域
内
で
は
、
二
〇
二
四
年
に
解
体

の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
世
帯
も
あ
る
。
一
方
で
、
二
〇
二
五
年

一
月
現
在
、
解
体
や
除
染
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
分
か
ら
な
い
世
帯
も
未
だ

残
っ
て
い
る
。
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本
誌
の
第
二
部
で
は
、
思
い
出
を
話
し
合
っ

た
時
の
地
域
の
言
葉
を
残
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
、
本
文
に
は
、
出
て
こ
な
か
っ
た
地

域
の
特
徴
あ
る
言
葉
を
集
め
て
い
ま
す
。
ほ
ん

の
一
部
な
の
で
、
書
き
足
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

あ
い
べ
：
行
こ
う

あ
っ
ぺ
：
あ
る
だ
ろ
う

あ
ぶ
ね
え
：
危
険
だ

あ
や
ま
っ
ち
ま
ー
：
参
っ
た
な
あ

あ
ん
に
ゃ
：
兄

あ
ん
ち
ゃ
：
姉

あ
ん
べ
わ
り
い
：
具
合
が
悪
い

あ
っ
ぽ
：
う
ん
ち

い
だ
く
し
た
：
怪
我
し
た

い
っ
ぷ
く
：
休
憩

い
だ
ま
し
：
も
っ
た
い
な
い

う
わ
か
：
上
部

う
る
が
す
：
水
な
ど
に
浸
す

え
ー
べ
：
行
こ
う

え
が
っ
ぺ
：
良
い
だ
ろ
う

え
っ
こ
：
犬

え
ん
と
：
赤
ち
ゃ
ん
の
お
座
り

お
だ
っ
て
る
：
調
子
に
乗
っ
て
る

お
だ
ば
こ
：
お
や
つ

お
ぢ
ぢ
る
：
落
下
す
る

お
っ
か
ね
ー
：
怖
い

お
つ
け
：
味
噌
汁

お
っ
ぱ
な
す
：
お
い
て
行
か
れ
る

お
ど
：
赤
ん
坊

が
お
っ
て
る
：
調
子
悪
い

か
か
ら
し
：
邪
魔
く
さ
い

か
す
か
た
れ
：
バ
カ
言
う
な

か
ん
か
ち
：
火
傷

か
ん
ま
が
す
：
か
き
混
ぜ
る

く
：
食
べ
る

く
ら
す
け
る
：
ひ
っ
ぱ
た
く

け
：
食
べ
ろ

け
い
ち
ゃ
：
う
ら
が
え
し

け
つ
ぬ
け
：
戸
を
き
ち
ん
と
閉
め
な
い

げ
ろ
あ
げ
る
：
嘔
吐
す
る

こ
：
来
な
さ
い

こ
わ
い
：
疲
れ
る

さ
す
け
ね
：
大
丈
夫

し
こ
た
ま
：
沢
山

し
ゃ
っ
こ
い
：
冷
た
い

し
ょ
う
し
：
恥
ず
か
し
い

じ
ん
ぎ
し
ん
な
：
遠
慮
す
る
な

す
い
し
ょ
わ
か
す
：
風
呂
を
沸
か
す

ず
な
い
：
大
き
い

ず
る
ず
る
：
ぐ
す
ぐ
す
、
の
ん
び
り

た
ん
が
く
：
持
ち
上
げ
る

つ
っ
た
す
：
つ
き
刺
す

つ
っ
ぺ
っ
た
：
（
水
な
ど
に
）
落
ち
た

つ
ん
の
め
る
：
転
ぶ

で
か
す
：
終
わ
ら
す

で
っ
こ
ろ
ぶ
：
転
ぶ

コ
ラ
ム
⑤
：
お
ら
ほ
の
方
言
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で
れ
す
け
：
だ
ら
し
な
い

と
を
た
て
る
：
戸
を
閉
め
る

な
げ
る
：
捨
て
る

な
し
た
：
産
ん
だ

な
ず
き
：
額

に
し
ゃ
：
お
前

ぬ
ぐ
い
：
暑
い

ぬ
っ
た
ぐ
る
：
塗
り
つ
け
る

ね
ば
る
：
く
っ
つ
く
、
張
り
付
く

の
ば
：
素
っ
裸

は
ぐ
っ
た
：
は
ず
れ
た

は
だ
つ
：
始
め
る

は
ら
く
っ
ち
：
満
腹

ほ
う
か
・
ほ
う
が
：
そ
う
で
す
か

ほ
う
げ
ね
い
：
分
か
ん
な
い

ぼ
じ
ょ
ご
れ
る
：
壊
れ
る

ほ
ま
ち
：
小
遣
い

ほ
ろ
っ
た
：
落
と
し
た

ふ
だ
に
な
る
：
い
っ
ぱ
い
に
な
る

へ
で
な
し
：
し
ょ
う
が
な
い

ま
で
い
に
：
丁
寧
に

ま
ん
ま
：
ご
飯

ま
な
ぐ
：
目

む
ぐ
す
：
漏
ら
す

め
く
せ
（
め
ん
く
せ
）
：
見
た
目
が
悪
い

も
ご
い
：
可
愛
い

や
い
べ
：
行
く
ぞ

や
ん
だ
ぐ
な
る
：
嫌
に
な
る

わ
ら
し
：
子
供

ん
ぐ
：
行
く

ん
が
ね
：
行
か
な
い

ん
だ
が
：
そ
う
で
す
か

ん
だ
け
ん
ち
ょ
も
：
そ
う
は
言
う
け
れ
ど

ん
ま
ぐ
ね
：
不
味
い

コ
ラ
ム
⑤
：�

お
ら
ほ
の
方
言

（
続
き
）
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大
字
誌
下
羽
鳥
の
記
憶　

制
作
チ
ー
ム
紹
介
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

下
羽
鳥
地
区
大
字
誌
編
集
委
員

　

木
幡
敏
郎
（
委
員
長
）

　

榎
内
宏

　

大
西
俊
彦

　

北
崎
勇

　

栗
田
要

　

堀
川
光
男

　

前
田
洋
海

　

本
林
秀
尚

　

横
山
実

産
業
技
術
総
合
研
究
所

　

保
高
徹
生
（
監
修
）

　

金
井
裕
美
子
（
編
集
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　

高
田
モ
モ
（
編
集
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　

五
十
嵐
順
子
（
イ
ラ
ス
ト
）

　

佐
々
木
大
記
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）

　

藤
井
新
子
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）



大
字
誌
　
下
羽
鳥
の
記
憶   

　
発
行
日	

	

二
〇
二
五
年
二
月
二
十
六
日

　
編
集
・
発
行	

�

産
業
技
術
総
合
研
究
所
　
地
質
調
査
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　

地
圏
資
源
環
境
研
究
部
門
　

　
印
刷
所	

株
式
会
社
C
I
A

	

福
島
県
伊
達
市
梁
川
町
や
な
が
わ
工
業
団
地
九
十
‐
一

	

T
E
L
：
〇
二
四
‐
五
七
七
‐
〇
〇
七
五

	

本
誌
記
事
写
真
等
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。






